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 全国でレジ袋削減の運動が広まっています。2

月のエコスクールはレジ袋の代わりにふろしきを

使おう！ということでふろしきの包み方を練習し

ました。 

 紫波町ごみ減量女性会議の方々に、ペットボト

ルやおみやげを持っていくときの包み方、お買い

物袋の作り方などいろいろな使い方を教えてもら

いました。 

 ふろしきはコンパクトにたたんで持ち運べるの

で、マイバッグに

入りきらないほ

どの買い物をし

たときなど、皆さ

んも利用してみ

ませんか！ 

 

 

 

 

３月 なつかしい昔のあそび 

６日（木）、13 日（木）、27 日（木） 

午後 3 時～５時 

 

最近ではあまり遊ばなくなったお手玉、あやと

り、おはじき、めんこ、福笑いなどであそんでみ

ませんか！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 牛乳パックで楽しい工作 

１７日（木）、２４日（木） 

午後 3 時～５時 

 

牛乳パック（１㍑）を使って、

簡単で楽しいおもちゃを作ります。 

牛乳パックやジュースの紙パッ

クがある人は、きれいに洗い、乾

かしてお持ちください！ 

また、スタッフとしての参加もお待ちしていま

す！ 

 

発行元 ＮＰＯ法人紫波みらい研究所 

連絡先 〒028-3318 

岩手県紫波郡紫波町紫波中央駅前1-2-2 

電話 019-671-2244 

FAX 019-671-2243 

Email miraiken@shiwa-mirai.com 

URL http://www.shiwa-mirai.com 

発行日 平成20年3月12日 

2 月 14 日、21 日（木曜 14 時～17時）環境・循環 PR センター 参加者 延べ 24人 

協力 紫波町ごみ減量女性会議 

とても簡単なふろしきバッグ どうやって包むのかな～？ 
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2 月 13 日（水） 参加者 6 人   

 

紫波みらい研究所は「紫波の環境を百年後の子

どもたちによりよい姿で残しつたえていく」とい

う理念のもとに活動しています。 

百年後の子供たちに…とはいうものの、具体的

にはどんなものだろう、会員はそれを知っている

んだろうか？ということを再確認するために意見

を出し合いました。 

 紫波町の豊かな自然の中で育った農産物を食べ

てもらいたい、きれいな水を残したい。そのため

にも町民に紫波の食べ物や環境を知ってもらう、

みらい研究所だけではできないことを他の団体と

協力していく、などなど…。 

みらい研究所の活動はなかなか成果が目に見え

るものではないと思います。それこそ、百年後に

ならないとわからないかもしれません。ですが、

会員が楽しみながら少しずつ前に進んで行けたら

と思います。もっと多くの会員のご参加お待ちし

てます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 ４月９日（水） 18 時 30 分 

場所 紫波町環境・循環 PR センター 

４月の定例会のテーマは 

 

◎みらい研の畑について 

 

紫波中央駅前の農地を貸していただくことにな

りました。 

どんな風に活動するのか、何を育てるのかなど

を話し合います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局からのお知らせ 

 日の光もあたたかく、日増しに春めいてまいりました。 

会員のみなさまこんにちは。紫波みらい研究所事務局の籠澤です。 

平成 16 年 4 月から 4 年間こちらでお仕事をさせていただいておりましたが、平成 20 年 3 月いっ

ぱいで退職することになりました。 

学校を卒業してすぐ、それも NPO という全く経験のない分野でわからないことだらけでしたが、み

なさまのおかげでこれまで何とかやってこれましたし、人間としても成長できたと思います。お世話に

なったみなさまに心よりお礼申し上げます。 

新しい職場でも今までの経験を活かし、がんばっていきたいと思っております。また、これからも会

員として活動に参加していきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 


